
シ
ユ

蹴
。
初
め
梅
室
門
で
伊
勢
の
人
十
丈
が
京
都
に
佐
し

て
之
を
稿
へ
た
が
、
門
入
金
持
の
収
丈
之
を
綴
府

L
、
小
務
・
一
川
相
手
け
た
。

ジ
ユ
ウ
ゾ
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ

霊
穣
神
社

(
一
)
沿
革

l
胤
笠
郡
給
応
の
河
合
町
に
在
る
。
も
と
草
山
副
大
明

榊
と
も

十
回
開
大
楠
混
と
も
群
し
た
。
能
品
目
名
跡
志

に
、『
軍
隊
宮
は
河
合
町
制
に
在
。
。
一
山
仰
の
大
枇
に

し
て
近
郷
の
惣
枇
な
0
0
臥
主
比
白
柳
枇
と
あ
り
。

一E
々
。
中
頃
ま
で
耐
押
印
刷
M
合
の
枇
に
て
、
諸
説
就
航

ぴ
七
堂
伽
践
に
て
、
ー
ム
比
凶
+
T.品
山
氏
よ
り
祉
領
用

地
七
町
入
段
明
日
附
、
祉
顕
修
理
あ
り
。
枇
人
枇
品
川
多

く
有
て
、
制
林
寺
・耐
附
寺
・
似
体
寺
・
制
止
円
寺
と
で

あ
り
し
に
、
天
正
の
頃
石
川
川
山
隷
従
と
典
せ
し
に
よ

。
、
利
家
公
不
同
日
四
γ

寺
共
に
続
協
ひ
給
ふ
よ
り
、

今
は
地
名
の
み
残
り
あ
り
。
ゃ
う
や
〈
耐
市
能
門
氏
、

下
駐
家
の
筋

R
剥
人
と
て
河
合
町
に
四
十
入
入
、
耐

子
一
人
残
0
あ
・
り
。
北
ハ
後
も
緑
町
東
よ
り
子
併
あ
っ
て

副
副
修
理
あ
り
。
文
々
緊
策
し
て
附
止
の
榊
原
不

自肥。
』
と
犯
す
る
。
但
し
こ
れ
を
誕
百
口
式
の
臥
主
比
古

制
祉
と
す
る
-
」
と
は
械
情
叫
が
な
〈
、

χ
式
内
田
す
初
出
枇

犯
に
は
、『遜
律
比
時
制
枇
。
式
内
一
陸
。
大
屋
庄
輪

日
河
井
村
銀
座

om--前
一
縦
宮
4

或
云
震
以
械
到
。
時
日

制
川
心
抑
制
命
。
』
と
犯
し
て
、
式
の
控
除
比
時
制
枇
で

あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

。
一
〉
凶
貸

l
蛮
山
政
紳
枇
の
本
山
間
は
、
明
治
三
十
九
年

四
月
内
務
作
か
ら
特
別
保
泌
加
盟
遺
物
に
指
定
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
桁
行
十
六
尺
二
司
五
分
、
抽
出
川
十
四
尺

一泊寸
、
軒
両
十
一
尺
五
寸
四
分
、
椋
尚
品
川
二
尺
七
寸

入
分
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
三
年
の
火
災
に
類
焼

し
た
。
活
祉
の
的
記
に
、『
溶
塗
立
京
阪
富
一
字
、
大

氷
四
年
巾
巾
ヤ
乱
用
十
八
日
大
瀬
木
藤
阪
地
引
備
前
守

(
附
中
守
カ
〉
午
宗
、
代
官
玉
舷
坊
引
先
制
抑
制
中
山
、
税
品川

寺
快
館
、
別
竹
川
榊
林
寺
式
来
、跡
中
士
九
郎
三
郎
家
次
、

阪
人
玄
響
、
間
的
紘
、
同
宥
策
、
同
成
扇
、
大
工
次

郎
左
衛
門
努
品
川
、
小
工
三
郎
四
郎
家
定
。
』
と
あ
り
、

能
鷲
凶
臥
京
都
大
屋
庄
伯
尚
河
井
村
軍
隊
上
持
率
加

帳
に
天
一
化
十
周
年
同
氏
九
月

H
四
日
と
あ
る
建
築
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

又
同
枇
一
以
v
t

円
陵
商
は
、
明
治
三
十
三
年
四
且
附
貨
に

指
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
而
は
木
彫
で
、

行
道
而
と
し
て
閣
時
代
初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
招
め

ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
外
組
本
新
色
不
動
明
王
品
開
院
入
六
艇
・
柿
三
七

棚
、
木
治
田
知
附
如
来
立
品
開
体
前
六
三
艇
が
あ
り
、
共

に
平
安
末
期
乃
主
鎌
合
初
期
の
作
と
秘
め
ら
れ
る
。

ジ
ユ
ウ
ゾ
ウ
ミ
ヤ
コ
キ

重
蔵
宮
古
記

一
加
。

臥
日
阜
市
川
崎
山耐
震
厳
跡
耐
の
枇
磁
で
、
文
明
八
年
に
七

尾山山
山
氏
に
傑
出
し
た
と
抑
制
せ
ら
れ
る
河
井
寺
社
巾

紋
の
こ
と
で
あ
る
。

i
カ
ハ
ヰ
ジ
シ
ヤ
マ
ウ
シ
ジ
ヨ

ウ
河
引
寺
副
巾
欣
。

ジ
ユ
ウ
ゾ
ウ
ミ
ヤ
シ
ヤ
キ

重
蔵
官
社
記
一
加
。

臥
ギ
一
刻
給
血川町
一京一

u
gの
枇
記
で
あ
る
が
、
後
山
肌
の

制
服
に
よ
っ
て
告
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に

抗
枇
が
式
内
邸
主
比
古
利
枇
で
あ
る
こ
と
を
中
心
閉
山
し

て
ゐ
る
。

ジ
ユ
ウ
h
F
イ
ウ
マ
マ
ハ
リ
グ
ミ
銃
隊
馬
廻
組

附
且
他
三
年
十
月
加
賀
・
怖
が
御
山
内
組
組
の
士
を
一
京一
部
に

振
話
す
る
に
及
び
、
そ
の
群
を
銃
際
対
廻
組
と
政
相
桝

し
た
。
シ
ユ
ウ
タ
イ
シ
コ
ウ
秋
登
録
縞
一
加
。

浅
野

屋
秋
疫
が
文
化
四
・五
年
の
賦
詠
で
、七
言
秘
句
百
三

十
五
尚
、
五
言
絶
句
十
二
尚
、
七
言
作
四
、
闘
を
牧
め
、

結
末
に
は
凶
作
沼
紛
子
序
と
技
官
宮
門
信
成
之
惑
溺

の
二
文
が
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
府
中
に
は
お
保

背
俊
と
削
酬
し
た
も
の
が
多
〈
、
又
寺

m
m益
・沼

山
側
削
・林
務
以
・泊
凶
的
問
山
・
山
田
者
説
・
大
地
晃
谷

τ-

等
と
の
交
捗
に
係
る
も
の
も
少
く
な
い
。

ジ
ユ
ウ
虫
ン
ジ

重
晴
寺

石
川
郡
宮
腰
ハ
今
の

金
E
Z
日
)
に
在
っ
て
、
正
保
中
か
ら
大
野
夜
討
枇
の
祉

俄
で
あ
っ
た
が
、
点
事
二
年
相
砕
を
得
て
寺
を
破
却
せ

ら
れ
た
。
今
軍
殴
寺
問
の
辿
名
が
あ
る
。

シ
エ
ウ
チ
ユ
ウ
シ
ョ
ウ
品
開
中
抄

一
加
。
正
徳

五
年
金
様
替
林
三
街
屋
五
郎
兵
衛
の
磁
敵
同
録
に
見

え
る
。
略
何
で
あ
る
が
、
金
揮
で
川
町
本
の
梓
行
せ
ら

れ
た
濫
簡
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。

シ
ユ
ウ
ド
ウ
カ
ン

修
道
館
安
政
の
頃
能
奨
柿

小
松
に
起
っ
た
製
校
で
、
こ
の
地
に
駐
在
す
る
歩
士

以
上
の
文
武
を
修
諜
す
る
間
別
で
あ
っ
た
が
、
設
抑
制
服

則
響
の
綜
を
得
な
い
。

シ
ユ
ウ
ド
ウ
カ
ン

修
治
館
明
治
の
初
臥
京
榔

門
前
に
建
て
た
郷
震
で
、

一
に
集
泉
町
と
も
務
し

た
。
信
州
敵
訪
の
人
臨
時
生
野
克
長
が
郡
諮
で
あ
っ

た
が
、
=
一
年
臨
仰
の
去
る
に
及
ん
で
之
を
附
ぢ
た
。

シ
ユ
ウ
ト
ウ
ザ
ツ
キ
秋
灯
雑

記

一

加
。
お
怨

昌
輿
の
一
世
。
延
賀
・
天
利
・貞
享
・
元
除
頃
の
見
聞
を

zu
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

ジ
ユ
ウ
ド
ヒ
キ
ヤ
歩
十
度
飛
脚

金
部
と
小
松

と
の
聞
の
荷
物

・
智
信
容
を
運
搬
す
る
も
の
に
十
位

飛
闘
が
あ
っ
た
。
そ
の
創
始
は
箆
永
二
年
十
一
且

で
、
表
立
日
が

つ
且
十
回
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
名

が
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
初
め
は
小
松
町
曾
所
か
ら

委
託
す
る
信
也
は
賃
銭
を
支
給
し
な
い
と
い
ふ
定
で

あ
っ
た
が
、
後
十
位
飛
闘
が
貨
銭
を
交
け
る
荷
物
の

少
数
な
る
錫
密
染
に
港
町
ざ
る
こ
と
を
訴
へ
た
文
智

も
あ
る
か
ら
、
途
に
他
の
各
地
の
如
く
、
保
問
問
も
…
M
Z

け
ず
義
務
も
到
は
ぬ
私
設
の
飛
聞
に
な
っ
た
の
で
あ

ら・
3
0
ジ
ユ
ウ
ニ
ガ
主
キ
十
一
一
グ
漉
能
努
郡
名
郎
総

に
能
曲
目
郡
川
附
村
・布
締
村
聞
の
川
筋
に
、
翻
三
十
聞
・

三
八
八

高
二
丈
許
の
摘
が
あ
っ
て
、
水
十
二
遣
に
分
か
れ
る

か
ら
十
一
一
ヶ
湖
と
い
ひ
、
そ
の
ほ
と

O
に
八
幡
・
制

脅
・不
動
の
三
両
が
あ
っ
た
の
を
十
一
一
，
抱
一
位
と
い
う

た
が
、
今
は
な
い
と
肥
す
る
c

ジ
ユ
ウ
ユ
サ
ツ
オ
サ
ダ
メ
ガ
キ
十
二
母
御
定
書

十
二
加
。
六
加
御
定
書
に
視
れ
た
も
の
、
及
び
資
隠
・

明
和
年
同
ま
で
の
諸
法
令
、
そ
の
他
服
務
に
削
聞
係
あ

る
慣
例
容
を
玖
疑
し
た
も
の
で
あ
る
。

ジ
ユ
ウ
ニ
ド
ウ
十
二
銅
滞
政
の
頃
.
銭
十
二

文
を
十
二
銅
と
い
う
て
、
側
前
に
供
へ
る
時
佐
々
こ

の
数
を
用
ひ
た
。
そ
れ
よ
り
も
多
け
れ
ば
宵
入
銅
を

用
ひ
た
。

十

谷

数
洲
川
春
日
野
の
内

ジ
ユ
ウ
ニ
ヤ
チ

の
小
手
。

ジ
ユ
ウ
=
ン
グ
Z

十
人
組

元
利
元
年
金
棚
仰
の

町
方
に
十
人
組
の
制
を
設
け
た
。
滞
米
に
主
っ
て
も

問
訟
で
あ
る
。
但
し
十
人
は
概
数
で
、
戸
中
山
入

・
九

人
な
る
こ
と
も
、
十
一

・
二
人
な
る
こ
と
も
あ
る
。

十
人
組
縫
っ
か
を
併
せ
た
一
町
内
又
は
二
町
内
に
組

合
聞
が
あ
っ
た
。
組
合
顕
は
、
主
と
し
て
家
問
自
民
間

の
際
非
巡
な
か
ら
し
め
、
箱
殺
を
也
い
て
各
自
の
跡

日
制
約
を
正
常
に
執
行
せ
し
む
る
伐
の
担
額
を
保
管

し
、
宇
治
潜
・
夜
需
を
也
い
て
自
併
に
任
じ
、
二
日

却
を
行
ひ
て
法
令
の
徹
底
を
期
す
る
容
の
こ
と
を
な

し
た
。
更
に
組
合
間
若
干
の
上
に
肝
煎
が
あ
0
、
そ

れ
が
町
年
前
に
支
配
せ
ら
れ
る
付
制
で
為
っ
た
。

シ
ユ
ウ
ノ
ウ
牧
納

滞
又
は
掛
川
の
給
λ
が
、
百

姓
か
ら
租
米
を
取
入
れ
る
こ
と
を
牧
納
と
い
う
た
。

併
し
』
百
姓
の
側
か
ら
、
そ
の
上
納
す
る
米
殺
を
摘
し

て
い
ふ
場
合
に
も
、
御
牧
納
米
と
呼
ん
で
ゐ
た
。
前

田
利
家
の
天
正
十
三
年
六
且
の
印
お
に
、『
惣
百
姓
に

か

aho可
取
納
候
。
』
と
あ
る
取
納
も
問
訟
で
、
後
附

牧
納
と
街
い
て
も
向
シ
ユ
ノ
ウ
と
呼
ぶ
討
仰
で
あ
っ


